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今後の方向性

　３１年度は、県外受講生の増加を図り、移住を誘発することを目的に実施する。

　主な改正点：講座回数を６回から７回に増やす

　　　　　　　　　開催日を木、金曜日から金、土曜日に変更　等

備考

事

業

実

績

･

成

果

事 業 実 績 事 業 の 成 果 評 価

研修会の開催

　５月から10月の間、毎月１回２日間の日程で計６回開

催した

　５月　畑づくり、野菜の播種・定植　等

　６月　野菜の管理、そば打ち体験　等

　７月　野菜の管理・収穫、料理講習　等

　８月　秋野菜の播種、トマト料理講習　等

　９月　野菜の管理・収穫、豆腐つくり講習　等

　10月　野菜の収穫、畑の片付け　等

１　受講実績

　　16名参加（男性９名、女性７名）

　　内訳　県外在住者３名、Iターン４名、

　　　　　　Ｕターン２名、地元７名

　　平均年齢58.5歳

２　受講者の評価

　　来年は長期滞在して農業に挑戦したい

　　定年でUターンしたが、農業のノウハウ

　が無かったので良い機会になった

　　等好評価

合　　　　　　計 668,162

　体験型研修の実施 研修用資材の購入 622,602

　農産物加工実習の実施 講師謝金、使用料 45,560

成果目標

（成果指標）

　南信州地域への移住者の増加
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等

事業を構成する細事業名等 実施内容 計画（実績）額

事
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の

概

要

等

目 的

（目指す姿）

南信州地域への移住・定住促進

現 状 と

課 題

農業未経験で農ある暮らしを志向する者などから、農業の基礎を学ぶことができる入門研修の

実施を求める声が多い。

内 容

( 変 更 後

の 内 容 )

１（主　旨）農業や自然と身近に触れ合う「田舎暮らし」や「農ある暮らし」への志向が高まる

　中、農業に関心を持ち、将来南信州地域への移住を希望する者や移住した者等を対象に農業

　に親しむ体験型研修を実施する。

２（対象者）移住希望者、移住者、定年退職者など

３（主　催）長野県南信州地域振興局、長野県農業大学校

４（実施期間）平成30年５月～31年３月

５（場　所）長野県南信農業試験場

６（内　容）

　（１）通年型研修

　・平成30年5月～31年3月の間、主催者が指定する研修ほ場で野菜の栽培体験を行う。

　（２）月イチ型研修

　・5月～10月の間、月１回（2日間）計12日間以下の研修を行う。

　ア）試験場敷地内の研修ほ場を活用した体験型研修

　イ）農産物加工実習（ソバ打ちなど、外部加工施設使用）　ほか

７（募集人数）通年型：２～４名　　月イチ型：10名程度

事業期間 平成３０年５月 平成３１年３月

実 施 機 関 南信州地域振興局

担

当

課

農政課

事 業 名

南信州農ある暮らし入門研修

（要求時：農ある暮らし入門研修ｉｎ南信州）

0265-53-0413

minamichi-nosei@pref.nagano.lg.jp

地域振興推進費事業計画・自己評価書　

提 出 区 分 平成31年3月31日

整 理 番 号 課題区分 南信州地域振興局

期待以上

期待どおり

やや下回る

期待以下


